
事 業 内 容 

事  業  効  果 

取組に至る背景・事業の目的 

工夫・苦労した点、課題、今後の取組など 

阿寺渓谷遊歩道整備事業 
 
 

 
 

大桑村の重要な観光資源である「阿寺渓谷」は、年々観光客が増えてはきているが、まだ木曽地区の

エアーポケット状況であった。 

そこで、大桑村商工会・大桑村観光協会等の会員及び地域住民により「阿寺渓谷ふれあいエコくらぶ」

（構成人員 20名）を立ち上げ、現地の問題点を掘り起こし、会員自ら遊歩道等の整備を平成 18年度よ

り進めてきた。 

また、トレッキングやウォーキング人口が増加していることから、観光客の誘致を図ることと、安全

確保を目的とした協働活動として取り組んだ。 
 
 
 

「阿寺渓谷ふれあいエコくらぶ」を中心に、平成 19 年度 

から平成 21年度に、本事業の景観整備事業で吊橋（赤彦の 

碑）の修繕と遊歩道整備Ｌ＝523.75ｍの整備を実施した。 

平成 22年度は、資材支給により吊橋（中八丁）L＝18.5ｍ 

の修繕を実施した。 

 今後の維持管理、安全対策はエコくらぶが行う。 
 

○延べ 201名の方が作業に携わった。 

 

   【完成後の吊橋（中八丁）】 
 
○阿寺渓谷を周遊できる遊歩道の整備が完了したことで、観光振興を推進する上での基盤づくりができ、

関係者の気運も高まった。 
 
○キャンプ場等を含めた阿寺渓谷全体のイメージアップにつながり、ウォーキングイベント等による新

たな事業展開も可能となり、観光客の増加につながる。 
 
 
 
 

○吊橋（赤彦の碑）の親ワイヤーの支柱は、村の有線電話で使用していて不要となった電柱を再利用し

た。また、遊歩道内の急な下り斜面には、「鋼管柱」を使い、階段や手すりを設置した。 
  

○阿寺渓谷を訪れる観光客が安全に安心して渓谷内を巡り歩いていただけるように、維持管理が重要で

あると考えている。 
 

○昨年から観光協会でウォーキングイベントを開催しているが、今後はこの遊歩道もコースに組み入れ

て実施していきたい。 

 また、渓谷の上流には阿寺渓谷キャンプ場や「信州の名水・秘水」に選定された『美顔水』が湧き出

ており、これらの資源とセットにして更なる誘客を図りたい。 
 

 
 
 
 
 

団体名 大桑村 

連絡先 経済建設課 電話 0264-55-3080 

ホームページ http://www.vill.ookuwa.nagano.jp/ 

メールアドレス syokan@vill.ookuwa.nagano.jp 

事業タイプ ハード事業 

事 業 費  ５，２０２，３６２円 

支援金額  １，８００，０００円 

 

 

 

（事業実施中の写真等） 

 

（５）環境保全、景観形成 

【選定のポイント】 

 安全面及び景観面の向上により、観光客へのイメージアップにつながるとともに、今後の維持活

動についても地域住民が行うことから、地域での協働活動が地域全体に波及することが期待できる。 

 


